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　（₁）　第₈₆₉号 （昭和₂₆年₄月₂₈日第三種郵便物認可） 退　職　公　務　員　新　聞 令和₆年（₂₀₂₄年）₄月₂₅日（木）

日公連は行動する団体です
行動が難しいときは知恵を

かなわないときは「ありがとう」を
高齢会員の役割でしょうか

　
少
子
高
齢
化
の
問
題
が

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
久
し
い

が
、
日
公
連
・
退
公
連
が

例
年
実
施
し
て
い
る
会
員

数
調
査
で
は
、
毎
年
約
１

万
人
の
会
員
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
は
長
年
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
●
以
前
か

ら
２
月
・
８
月
は
、
高
齢

者
の
物
故
者
が
多
い
月
で

あ
る
が
、
遺
族
の
方
か
ら

の
電
話
で
多
い
の
は
、「
日

公
連
の
会
員
で
あ
っ
た
父

（
母
）
が
先
日
亡
く
な
っ

た
が
、
父
（
母
）
は
、
退

職
公
務
員
新
聞
を
配
達
し

て
い
た
が
、
今
後
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
。
ま
た
、

ど
こ
に
連
絡
す
れ
ば
よ
い

の
か
」
と
い
う
問
い
合
わ

せ
で
あ
る
●
事
務
局
で

は
、
お
悔
や
み
を
申
し
上

げ
、
長
い
間
、
新
聞
を
愛

読
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
、
ま
た
毎
月
の
配
達
の

任
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
丁
重
な
お
礼
を

述
べ
て
、
各
県
連
の
連
絡

先
を
お
知
ら
せ
す
る
●
日

公
連
は
今
年
創
立
７７
周
年

を
迎
え
る
が
、
こ
の
組
織

は
、
こ
の
よ
う
な
会
員
の

方
々
の
地
道
な
活
動
と
努

力
の
積
み
重
ね
に
よ
り
歴

史
を
紡
い
で
き
た
。
年
金

制
度
改
革
へ
の
対
応
、
タ

オ
ル
１
本
運
動
等
で
社
会

に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
を

再
確
認
す
る
。�（
Ｙ
・
Ｍ
）

　
令
和
６
年
度
要
望
の
ポ

イ
ン
ト
は
３
点
で
す
。

㈠
現
在
、官
民
と
も
に「
働

き
方
改
革
」
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特

に
、
小
・
中
・
高
の
教
育

公
務
員
応
募
者
が
減
少
し

て
い
る
。
公
務
の
場
で
の

「
働
き
方
改
革
」
と
処
遇

改
善
を
求
め
る
要
望
で

す
。
多
様
で
有
為
な
人
材

が
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。（
第
１
項
）

㈡
物
価
高
騰
に
よ
り
、
年

金
生
活
者
の
生
活
が
脅
か

さ
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、
年
金
生
活
者
の
負
担

が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う

に
と
の
要
望
で
す
。

�

（
第
２
項
）

㈢
令
和
６
年
度
は
５
年
に

一
度
の
年
金
の
財
政
検
証

の
年
に
当
た
り
ま
す
。
財

政
検
証
と
実
施
中
の
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
抱
え

る
課
題
を
し
っ
か
り
と
注

視
し
、
対
応
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
現
役
世
代

の
賃
金
と
年
金
給
付
水
準

と
の
比
較
方
式
の
変
更

と
、
社
会
構
造
の
変
化
に

も
配
慮
す
る
よ
う
求
め
る

要
望
で
す
。�

（
第
３
項
）

　
要
望
事
項
の
内
容
が
従

来
と
比
べ
て
よ
り
明
確
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
は
、
世
界
に
先

駆
け
て
、
超
高
齢
社
会
、

人
口
減
少
社
会
が
進
行
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
第
４
項
は
、
公
務
員
の

６５
歳
定
年
制
は
開
始
さ
れ

ま
し
た
が
、
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
高
齢
者
及
び

女
性
、
特
に
子
育
て
世
代

が
安
心
し
て
働
き
易
い
労

働
環
境
を
改
善
整
備
す
る

こ
と
を
要
望
す
る
も
の
で

す
。

　
第
５
項
は
、
将
来
の
社

会
保
障
制
度
の
在
り
方
に

大
き
く
影
響
す
る
人
口
減

少
の
現
実
を
注
視
し
て
、

積
極
的
に
少
子
化
問
題
に

取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る

も
の
で
す
。

　
要
望
活
動
は
、
私
た
ち

の
生
の
声
を
国
に
届
け
る

大
切
な
行
動
で
す
。
各
退

公
連
の
一
層
の
ご
努
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
そ
し

て
、
年
金
制
度
の
改
革
に

際
し
て
は
、「
現
在
お
よ

び
将
来
の
年
金
給
付
が
高

齢
者
の
生
活
を
支
え
る
資

金
で
あ
り
続
け
る
こ
と
」

を
願
っ
て
活
動
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

以
上
の
要
望
事
項
は

〇
「
先
輩
方
が
築
き
上
げ

て
来
た
社
会
保
障
制
度

を
、
更
に
良
い
制
度
に
し

て
、
次
世
代
に
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
」

〇
「
現
役
世
代
を
大
切
に

し
つ
つ
も
、
社
会
保
障
制

度
の
改
革
に
当
た
っ
て

は
、
年
金
生
活
者
の
負
担

が
　
過
重
に
な
ら
な
い
こ

と
」

〇
「
豊
か
な
経
験
と
知
識

を
生
か
し
て
社
会
参
加
し

納
得
の
人
生
の
実
現
を
目

指
す
こ
と
」　
即
ち
、　

「
退
公
連
が
人
生
１００
年
を

見
据
え
た
健
康
と
生
き
が

い
を
手
に
す
る
学
び
合
い

の
場
に
な
る
こ
と
」
を
目

指
し
ま
す
。「
あ
き
ら
め

な
い
気
持
ち
」「
活
動
へ

の
情
熱
」
を
胸
に
、
会
員

が
力
を
合
わ
せ
て
「
退
公

連
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
」

と
い
う
退
公
連
を
作
り
上

げ
た
い
。今
、こ
こ
に
、「
退

公
連
活
動
の
再
確
認
と
再

構
築
の
活
動
」
を
お
願
い

致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
中
で
他
の
北
陸
３
県
の

災
害
が
伝
わ
っ
て
こ
な

い
。
も
ど
か
し
く
思
っ
て

い
た
矢
先
、
現
地
の
人
か

ら
被
災
の
現
実
を
手
に
で

き
て
地
震
の
爪
痕
が
小
さ

く
な
い
こ
と
を
理
解
し

た
。

　
新
築
住
宅
が
３０
セ
ン
チ

沈
ん
で
車
が
道
路
に
出
せ

な
く
な
っ
た
。
家
の
基
礎

が
持
ち
上
が
っ
て
、
床
が

傾
い
て
ド
ア
が
開
か
な

い
。
村
の
過
去
を
語
る
石

碑
が
大
き
く
移
動
し
た
。

　
家
屋
の
全
壊
、
半
壊
、

一
部
損
壊
な
ど
多
数
あ
っ

た
。
か
よ
う
な
土
地
の
液

状
化
現
象
は
富
山
県
の
ほ

か
に
福
井
・
新
潟
県
に
も

広
が
る
。

　
状
況
は
異
な
っ
て
も
被

災
さ
れ
た
方
々
は
、
輪
島

や
珠
洲
市
の
被
災
の
方
々

と
同
様
な
悲
し
み
と
苦
悩

と
将
来
不
安
を
持
た
れ
て

い
る
。

　
自
治
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
は
発
災
直
後
か
ら

被
災
者
へ
の
支
援
を
続

け
、
政
府
は
復
興
の
た
め

の
予
算
措
置
を
始
め
た
。

　
自
然
災
害
に
対
し
て
は

振
り
上
げ
た
拳
を
下
ろ
す

と
こ
ろ
は
な
い
。
そ
の
人

た
ち
に
対
し
て
周
り
は
何

が
で
き
る
か
。「
寄
り
添

う
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

被
災
地
、
被
災
さ
れ
た
方

々
の
隣
に
長
く
心
を
置
き

続
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う

か
。

理
事
会
・ 

第
２１９
回
評
議
員
会
開
催

　
令
和
６
年
度
の
事
業
計

画
書（
案
）、予
算
書（
案
）、

各
種
委
員
会
で
立
案
さ
れ

た
活
動
方
針
（
案
）
を
審

議
す
る
理
事
会
・
第
２１９
回

評
議
員
会
が
い
ず
れ
も
書

面
表
決
で
開
催
さ
れ
た
。

○
理
事
会

１
、
令
和
６
年
度
事
業
計

画
書
（
案
）

２
、
令
和
６
年
度
収
支
予

算
書
（
案
）

３
、
令
和
６
年
度
退
職
公

務
員
新
聞
編
集
計
画（
案
）

４
、
社
会
保
障
制
度
改
革

に
関
す
る
要
望
書
（
案
）

５
、
令
和
６
年
度
社
会
貢

献
活
動
の
推
進
計
画（
案
）

６
、組
織
拡
充
計
画
（
案
）

７
、
令
和
６
年
度
全
国
女

性
部
活
動
推
進
計
画（
案
）

審
議
の
結
果
１
～
７
の
議

案
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
た
。

○
評
議
員
会

補
欠
理
事
・
補
欠
評
議
員

の
選
任
、
原
案
承
認
。

１
～
７
、
理
事
会
の
審
議

事
項
も
了
承
さ
れ
た
。

　
書
面
表
決
は
、
令
和
６

年
２
月
１９
日
付
け
で
依
頼

し
、
３
月
１５
日
ま
で
に
回

答
を
受
領
し
た
。

令
和
六
年
度　

社
会
保
障
制
度
改
革
に
関
す
る
要
望
事
項

一　

�

公
務
員
の
処
遇
・
人
材
の
確
保
に
当
た
っ
て
は　

人
事
院
勧
告
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
働
く
環
境
を

重
く
と
ら
え
て　

多
様
で
有
為
な
人
材
が
集
う
公
務
員
制
度
の
確
立
に
つ
い
て
十
分
配
慮
さ
れ
た
い

一　

�

物
価
高
騰
な
ど
で
年
金
生
活
者
の
生
活
が
厳
し
い
中　

高
齢
者
に
優
し
い
公
的
年
金
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
・
介
護
保
険
制
度
な
ど
の
維
持
改
善
に
努
め　

年
金
生
活
者
の
負
担
が
過
重
に
な
ら
な
い

よ
う
十
分
に
配
慮
さ
れ
た
い

一　

�

令
和
六
年
度
の
財
政
検
証
に
あ
た
り　

現
役
世
代
の
賃
金
と
年
金
給
付
水
準
と
の
比
較
（
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
の
所
得
代
替
率
の
算
定
）
に
当
た
っ
て
は　

現
役
世
代
と
同
様
に
社
会
保
険
料
な
ど
を

年
金
か
ら
控
除
す
る
と
と
も
に
単
身
世
帯
や
共
働
き
の
世
帯
の
増
加
な
ど
社
会
構
造
の
変
化
に
も
配

慮
さ
れ
た
い

一　

�

進
行
す
る
超
高
齢
社
会
・
人
口
減
少
社
会
に
あ
っ
て
は　

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
及
び
女

性　

特
に
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
働
き
易
い
労
働
環
境
の
改
善
整
備
に
特
段
の
努
力
を
さ
れ
た
い

一　

�

我
が
国
の
人
口
が
減
少
し
続
け
る
現
実
を
注
視
し
て　

少
子
化
問
題
の
対
策
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ

た
い

退
公
連
活
動
の
再
確
認
と
再
構
築
を
！

日
公
連
副
会
長
・
社
会
保
障
対
策
委
員
長
　
室
井
　
勝

令和6年度予算
6．４／１～７．３／３１

単位：円

収　入　の　部

分担金収入 ４２，７９５，０００

事業収入 ３，０００，０００

財産管理積立預金繰入 ７，８７７，０００

雑収入 ７１，０００

経常収益計 ５３，７４３，０００

支　出　の　部

実施事業費 ２９，６００，０００

　（機関誌発行等） ２５，０００，０００

　（各種委員会等） ４,６００,０００

その他事業費 １９，２７３，０００

　（全国大会） ２，２００，０００

　（その他事業費） １７，０７３，０００

管理費 ４，８７０，０００

（理事会・評議員会・消耗品費等）

経常費用計 ５３，７４３，０００

「
畑
か
ら
水
が
噴
き
出
し
た
」

地
震
災
害
は
富
山
県
に
も

　
富
山
市
郊
外
の
小
さ
な

集
落
、
震
度
５
強
の
発
災

時
、
家
の
前
の
畑
か
ら
水

が
噴
き
出
し
た
と
い
う
。

奥
能
登
の
ニ
ュ
ー
ス
が
多

富
山
市
役
所
前
の
道
路
に
深
い
亀
裂
が

�

産
経
新
聞
社
提
供
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○年金相談… 5月 8日㈬、２２日㈬
○心の悩み相談… 5月 8日㈬、２２日㈬
　いずれも午後 １ 時～ ３ 時まで

０３−３８２２−１２１６

☎ やすらぎ電話やすらぎ電話

会
員
の
広
場

学習支援事業のひとこま

ある日の道楽会「ゴジラ
−１．０」のロケ現場を訪れ
ました

出展者ミーティング

展示パネルを見入る
来場者

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

朝
市
よ
千
枚
田
よ
輪
島
塗
よ

日
々
の
く
ら
し
は
雪
は
止
ん
だ
か

�

愛
知
県　
落
合
義
紀

五
時
知
ら
す
わ
ら
べ
唄
鳴
る
過
疎
の
村

群
れ
て
遊
び
し
日
々
遥
か
な
り

�

京
都
府　
中
川
文
和

あ
の
空
に
何
か
忘
れ
て
来
た
や
う
な

春
な
り
教
職
去
り
三
十
年

�

　
群
馬
県　
熊
澤　
峻

「
表
路
は
通
学
児
等
の
歩
く
道
」

融
雪
剤
を
買
い
に
来
し
老ひ

女と

�

熊
本
県　
久
保
田
睦
雄

大
寒
や
つ
ぎ
成
る
節
気
待
ち
て
耐
ゆ

�

兵
庫
県　
春
井　
薫

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
家
は
し
た
け
ど
身
は

無
理
か�

千
葉
県　
吉
野
梓
楼

肩
た
た
き
何
度
さ
れ
て
も
凝
り
癒
え

ず�

愛
知
県　
小
笠
原
幸
男

金
襴
の
贅ぜ

い

を
楽
し
む
春
が
来
た

屋
台
囃
子
の
子
等
や
曳
き
手
に

�

岐
阜
県　
大
下
三
郎

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

日ひ

脚あ
し

伸
ぶ
目め

敏ざ
と

し
鳥
の
賑
わ
へ
り

�
山
形
県　
上
野
直
樹

年
金
も
春
闘
仲
間
入
り
た
い

�

栃
木
県　
舘
野　
博

腹
の
中
全
部
か
き
出
す
聞
き
上
手

�

長
野
県　
白
石
幸
男

本
当
に
校
長
先
生
や
っ
て
た
の
？

�

茨
城
県　
櫻
井
康
雄

枯
草
を
よ
け
て
顔
出
す
土
筆
か
な

�

岐
阜
県　
髙
橋
良
明

ス
イ
ト
ピ
ー
し
あ
わ
せ
買
う
て
来
た
よ

う
な�

神
奈
川
県　
中
村
文
子

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
義
理
チ
ョ
コ
返
礼
四
苦

八
苦�

愛
知
県　
安
井
俊
夫

心豊かに心豊かに

　
日
本
の
基
盤
で
あ
る

は
ず
の
広
い
裾
野
に
疲

弊
が
見
え

る
。
島
根
県

も
高
齢
化
や

人
口
減
少
が

進
ん
だ
地
域

だ
。
し
か
し
、
独
自
の

歴
史
性
や
潜
在
的
な
構

造
体
と
し
て
の
強
さ
や

良
さ
も
有
し
て
い
る
。

　
退
公
連
は
地
域
と
無
関

係
で
は
存
在
で
き
な
い
。

会
員
数
の
減
少
傾
向
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
中
、

地
域
活
動
の
魅
力
化
・
活

性
化
を
図
る
こ
と
こ
そ
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
た
。

現
在
、
令
和
４
年
度
か
ら

三
ケ
年
間
、「
あ
し
た

に
つ
な
ぐ
動
き
づ
く

り
」
の
テ
ー
マ
で
全
支

部
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
こ
の
事
業

が
、
仲
間
と

の
連
携
や
組

織
強
化
の
み

な
ら
ず
、
次
世
代
と
の

共
生
の
輪
の
創
り
直
し

に
も
貢
献
で
き
る
と
確

信
し
て
い
る
。

「
あ
し
た
に
つ
な
ぐ

 

動
き
づ
く
り
」の
推
進

島
根
県
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
有
馬
毅
一
郎

私
の
ひ
と
こ
と

　
コ
ロ
ナ
禍
後
、
活
動
再
開
に
向
け
て
各
事
業
部
で
計
画
を
進
め
て
み
た
と
こ
ろ
、
各
組
織
が
業
務
形
態
の

変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
更
に
今
年
度
が
定
年
退
職
者
の
い
な
い
年
度
と
重
な
っ

て
、
組
織
の
課
題
に
つ
い
て
も
根
本
的
に
取
り
組
み
の
工
夫
が
必
要
に
な
る
。

青
森
県
退
職
公
務
員
連
盟
事
務
局
長
　
樋
口
　
純

いきいき退公連

青森県連の巻

で
は
、
毎
週
市
内
の
学
校
に
出

向
き
、
児
童
と
過
ご
し
て
い
ま

す
。
授
業
の
手
伝
い
、
遊
び
相

手
、
付
き
添
い
等
を
し
て
い
ま

す
。
学
校
支
援
活
動（
１０
年
間
）

で
は
、
毎
週
土
曜
日
に
市
の
施

設
で
、
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま

で
の
学
習
の
相
談
相
手
を
し
て

い
ま
す
。
元
気
な
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
い
る
と
活
力
を
も
ら

い
ま
す
。
ま
た
感
性
や
頭
脳
の

働
き
の
低
下
を
防
い
で
く
れ
ま

　
人
の
一
生
は
、
出
会
い
の
積

み
重
ね
、
出
会
い
を
重
ね
て
い

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
は
大
き

く
な
り
、
成
長
し
て
い
く
と
言

い
ま
す
。
限
ら
れ
た
人
間
関
係

か
ら
、
少
し
で
も
多
く
の
出
会

い
の
場
を
広
げ
よ
う
と
努
力
し

て
お
り
ま
す
。

　
現
在
か
か
わ
っ
て
い
る
活
動

に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
活
動
の
源
は

　
学
校
支
援
事
業
（
３
年
間
）

す
。
感
謝
し
な
が
ら
毎
回
参
加

し
て
お
り
ま
す
。

　
講
座
づ
く
り
の
楽
し
さ

　
私
は
個
人
と
し
て
市
生
涯
学

習
サ
ポ
ー
タ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
講

座「
さ
き
が
け
塾
」を
２
期（
計

４
年
）
受
講
し
、
生
涯
学
習
サ

ポ
ー
タ
ー
の
資
格
を
得
ま
し

た
。
み
と
好
文
カ
レ
ッ
ジ
と
の

協
働
で
、
学
習
講
座
（
学
習
プ

る
。

【
弘
前
支
部
の
退
公
連

�

Ｐ
Ｒ
活
動
】

　
支
部
会
報
の
印
刷
作
成

に
、
弘
前
市
の
市
民
参
画

セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い

る
関
係
で
、
こ
の
セ
ン
タ

ー
が
年
一
回
企
画
実
施
し

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

活
動
再
開
に
向
け
て
各
支
部
取
り
組
み
の
工
夫

活
動
再
開
に
向
け
て
各
支
部
取
り
組
み
の
工
夫

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
復
活

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
復
活  

︱︱  

会
員
増
強
へ
の
一
方
策

会
員
増
強
へ
の
一
方
策

出
会
い
の
積
み
重
ね
が
力
に

茨
城
県
退
職
公
務
員
連
盟
常
任
理
事
　
小
網
　
昇
　

し
て
い
る
。
利
用
団
体
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
及
び

市
民
活
動
団
体
等
合
計
４４

団
体
が
、
活
動
の
発
表
や

交
流
を
行
う
「
市
民
協
働

交
流
ま
つ
り
」
で
一
般
の

市
民
に
も
Ｐ
Ｒ
で
き
る
。

　
具
体
的
に
は
展
示
パ
ネ

ル
に
支
部
会
報
や
弘
前
公

ロ
グ
ラ
ム
）
の
企
画
・
立
案
・

運
営
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
市

民
の
関
心
の
あ
る
内
容
を
数
回

の
講
座
に
組
み
立
て
実
施
し

て
、
こ
れ
ま
で
多
数
の
市
民
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
毎
年
メ
ン
バ
ー
も
変
わ
り
、

何
度
も
協
議
を
重
ね
て
、
ひ
と

つ
の
形
に
ま
と
め
て
い
く
の
は

大
き
な
喜
び
で
す
。
大
人
（
幸

齢
期
）
の
学
び
直
し
に
一
役
担

っ
て
お
り
ま
す
。

　
み
ん
な
で
歩
け
ば

　
「
茨
城
旅
学
研
究
学
念
道
楽

会
」
の
事
務
局
と
し
て
１４
年
目

で
す
。
会
報
も
１６２
号
発
行
し
て

い
ま
す
。
こ
の
会
は
、「
東
海
道

五
十
三
次
」
を
完
歩
し
た
仲
間

す
る
等
で
対
応
、
再
任
用

終
了
時
で
の
再
勧
誘
、
退

職
者
の
調
査
等
、
各
支
部

の
工
夫
が
見
ら
れ
た
。

　
一
方
、
入
会
者
の
減
少

は
年
金
支
給
年
齢
の
引
き

上
げ
に
加
え
て
、
本
連
盟

の
知
名
度
の
低
さ
も
要
因

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

　
各
支
部
で
は
総
会
の
対

面
実
施
を
は
じ
め
、
懇
親

会
の
実
施
な
ど
コ
ロ
ナ
前

と
同
等
の
活
動
再
開
に
歩

を
進
め
始
め
た
。し
か
し
、

計
画
し
た
研
修
旅
行
で
は

２
０
２
４
年
問
題
を
受
け

た
バ
ス
代
の
高
騰
で
縮

小
、
麻
雀
大
会
は
従
来
の

会
場
が
使
用
で
き
な
く
な

る
な
ど
コ
ロ
ナ
前
と
は
大

き
く
様
変
わ
り
し
て
い

る
。

　
会
員
の
減
少
に
関
し
て

研
修
会
を
他
支
部
と
合
同

で
実
施
、
事
業
部
を
再
編

園
へ
の
八
重
桜
の
植
樹
、

災
害
・
世
界
の
紛
争
地
域

へ
の
義
援
金
募
金
活
動
、

会
員
相
互
の
親
睦
活
動
等

の
資
料
・
写
真
の
展
示
、

併
せ
て
会
員(

賛
助
会
員

含
む)

募
集
の
用
紙
を
用

意
し
て
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
。
交
通
の
利
便
か
ら

来
場
者
も
多
く
、
大
変
賑

や
か
な
催
し
物
に
な
っ
て

い
る
。
退
公
連
の
出
展
物

は
マ
イ
ナ
ー
な
内
容
な
が

ら
、
い
ろ
い
ろ
質
問
が
あ

り
、
そ
の
場
で
退
職
公
務

員
の
友
人
に
ス
マ
ホ
で
宣

伝
し
て
く
れ
る
来
場
者
も

い
た
。

　
多
種
多
様
な
団
体
が
一

堂
に
集
ま
る
こ
の
催
し
に

参
加
す
る
こ
と
は
、
退
公

連
の
Ｐ
Ｒ
に
と
て
も
有
意

義
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

「
黄
昏
の
ソ
ナ
タ
」

彩
子
、
あ
る
人
生
の
回
顧

録�

山
野　
敦

　
人
生
の
様

々
な
景
色
、

心
の
色
合

い
、
そ
う
し

た
も
の
を
思

い
出
さ
せ
て

す
。

　
著
者
は
、
山
口
大
学
を

卒
業
、
広
島
市
西
部
地
区

の
小
・
中
学
校
で
教
え

る
。〒

７
３
１
❘
５
１
３
１

広
島
市
佐
伯
区
藤
垂
園

６
❘
６

℡
０
８
２
❘
９
２
１
❘

０
８
０
４

山
本
敦
正

定
価
１
，
５
９
５
円

た
ち
の
声
か
ら
誕
生
し
ま

し
た
。
県
内
外
の
街
道
歩

き
を
し
な
が
ら
、
各
地
の

神
社
仏
閣
や
史
跡
巡
り
を

し
て
、
地
域
の
活
性
化
に

も
幾
分
か
貢
献
し
て
い
ま

す
。
み
ん
な
で
楽
し
く
歩

け
ば
、疲
労
も
軽
く
な
り
、

行
程
も
短
く
感
じ
ら
れ
ま

す
。

く
れ
る
と
こ
ろ
に
物
語
の

魅
力
は
あ
る
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
同
時
代
を
生
き

て
き
た
方
も
そ
う
で
な
い

方
も
、
人
生
や
夫
婦
、
家

族
、
そ
し
て
原
爆
に
つ
い

て
考
え
る
時
間
を
、
ぜ
ひ

本
書
と
共
に
過
ご
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
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